
第１号様式（節11条、第13条、第14条関係）

事業者排出冠削減計画書（新Ｍ重重)）
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水ﾄﾞ|:、（k』,LIjil境保令ンター JIM穂IjiljjZIIIL今センター

ＷＬ成１８ｲI29jjIll

イ１２１，：＝出ｌｌｌｌｌ、対象、［IlI1等

２０～ ノサイクル没lili

２０～ 一IlIll1施投

川途区分 IIillli位の脂標 jiWilIルキ｛（i1llIIIl

収集迩搬

，１１「iWi）

’1棟ｲl:度（ill･'111 j111i （,illliIl 

ｉｌｉ１談２１ｉするｎには、レ印をiid人してください，特定411)ＩＩｉｉ荷以外で|{1］§参力Ⅱされる事業扁行のﾉﾉは、し111の記入は不幽で１－”

２「ｊ糾幽'２度」とはiiliil1i1011111の前ｲ|:1史を、「'1標ｲ'三1変」とはnllI1IilOllll1の111終ｲ|渡をいいます。

３「事業1Ｗ等排''１ﾚ〈分」とは〕j(耶ｌｌｆ内の事業ljJi等の：|り災Iili勅のためのエネルギーの使川に伴い光'ｌｉ１－ろiM宝効jlリノスを、「輸送ｌｌｉｉ１１１ｉＩⅢｌｌｌＩＸ分」とは｢1,1)I|〔jiK送呈|$笈折に
ついては使川の水ＩＩＬの位Ｉｉ１ｌを京lilll(f内とするilIIilIiの|ﾙllけるM1室効Ⅱリノスを、銑ji1斗$)llii行については係ｲj､するi`i物I|[ｉｉｌｌｊｘは旅客Ili11l1iの)ﾙ||ＩするiM宝効】(ガスを、「そ
の他排111|え分」とは'二記以外の)j(１１K府内におけるＲｌｌ裟所等の３１菜iBIﾘjに伴い苑'|；すZ)i船室効果ガスをいいます.’

４「IIJ(li1化ViたりのilM室効】しガス|ﾙIlIliI【等」の「１１１途|え分」には、○○'二場、』)l扮所などのIil途を１１２入してください，「1%〔１１t位のlH係」には、分-rの「二雌化〃雛換
算」の下に分|リとなる指標（'１２廠数１，t、延べ床iniilIi、Ａｌ雪行Illi離聯）を,１．入してください，

５「特記｣|『｣J1」には、平成２ｲ|邑度（１９９()ｲ|二度）をM;NIiとした}ⅢｌｌＩＩＡの丸'比や行エネ製,ＷＷＢ６など他行のiM室効】しガス1ⅢllliliI減への貢献、グリーンiiM述の孫111、特定
フロンなどの条例}'11定外のilM室効果ガスのlIi'１減などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては 、 1:たる事扮所
の所ｲ1;地）

京都市伏見区横大路千両松'１１｢１２６

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代表

背のⅢＭ）

株式会社京都環境保全公社
代表取締役社長檀野恭介

事業省の主たる
業菰 産業廃棄物処理業

該当する事業背
要ｆＩ

▲ 

● 

源1京部府地球温暖化対策条例施行規''''第10条第１号該当堺業者（大規模エネルギー使用事業者（原illlに換算して1,500キロ
リットル以上））

ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規11''第１０条第２号又は館3号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以
上／タクシー150台以｣a／鉄道車両150両以上）

涼京都府地球温暖化対策条例施行規''''第１０条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業=昔（二酸化炭
素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月 斧～夕 ２３年３月

基本方針 産業廃棄物のリサイクルの推進、省エネ活動の日常的な推進に取り組み、ilH室効果ガス排出量を、平成１９年度を基準とし
て平成22年度に４％削減を目指す。

推進体制
社長をトップとする環境マネジメントシステムにおいて、環境委員会、省エネ部会で削減計画の進捗管理を実施する。

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯｌ４００１ ＩＳＯ１４００１ 

適川範IHI 本社、伏見環境保全センター 瑞穂環境保全センター

取得年月日 平成１１年７月１２日 平成18年９月４日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の計画

１ 三度

2０ ｸﾞｰｸﾞ 

2０ ～' 

設備、対象、工程等

リサイクル設備

設施つ■■□●●Ｈ｜ 処一ユ！． １ ｈ一

計 内容

発泡スチロールの減容l1Iil化、｜Ｉ１ｉｌ形燃料（ＲＰＦ）のiilllIliil0jn塵に努める。

jll1立終]'区域のキャッピングの計1ｌＩ１ｉ的実施により没l[|水処El1品のＩ１ｉﾘ減に努める。

温室効果ガスの
排出量等 |#出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

目標設定の考え方

基準年度（実績）
(平成１９）年度
(二鹸化〃:索換算）

Ｈ標年度（計画）
(平成２２）年度
(二鹸化炭索換算）

増減率
(計ini）

4,577ｔ 4,686ｔ ２４％ 

ｔ ｔ 
⑪／ 

／⑪ 

２２００１ｔ ２０．９６１ｔ -4.7％ 

＊Ｉ ２６，５７８ｔ ＊２ ２５，６４７ｔ -3.5％ 

１Ｍ室効果ガス排１１１品は、リサイクル/l;産設I111iの稼動､〕ili搬業務の拡大にIl2いjlY1ljllが兄込まｵ1る
が､廃棄物のリサイクルによる焼却lil【の減少､省エネ活動等により３％以｣:l1i1l城する。

原単位当たりの
ＩＩＢ室効果ガス排
出量等

)１１途区分 原単位の指標

収集運搬
二酸化炭素換算（kR-CO2）

走行距離（ｋ、）

中間処理
二醗化陦紫棚算（ｌ－ＣＯ,）

中１１１１処理量（ｔ）

埋立処理
三耐ｲ１２猯秦挽算（l-CO?）

埋立処理品（ｔ）

原単位の指標及び計画数値設定の考
え方

基準年度（実績） '三1標年度（計画） 増減率（計画）

0.753 0.719 -4.5％ 

0.590 0.568 －３．７％ 

0.016 0.016 －１．８％ 

収集)iMlはエコドライブllIijlL、’'''111処11'1はlill人'だ棄物のリサイクルを進め、いずれも１１１(iii位を約５％減
少させる。Hl1立処lll1は1111肱終了|)〈iiIliのキヤッピングによる没Ｉｌｌ水処ＭＩＷ)減少を図り、約２％ｌ１ｉＩｌ減す
る ⑪ 

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
ｉｉ'|減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利川

１.然エネルギーを利川した電力又は
熱の供給

グリーン電力の購入

ｉｌ１ｌ減量等合計

月標年度（計画）

】Ｍ１量等 (二雌化炭糸換算）

(｜紺limiWi） hａ (吸収１，|【） ｔ 

(ｲ11111 lｎ３ (削減'１１） ｔ 

(光電 1(wll (１１１ﾘ減 ｔ 

(熱供給1,t） GＪ (ilﾘｌＷｌｔ） ｔ 

(１１M入= |(wll (iIi'｣減1,t） ｔ 

一一一一一￣一一￣一一￣ ＊３ ｔ 

差引排出量

(}＃''1台iil-riﾘ減等合計）

基準年度（実績）

＊Ｉ ２６，５７８ｔ 

'三1標年度（計画）
１$2)－１$３） ２５．６４７ｔ 

増減率（計画）

-3.5％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項
･産業廃棄物リサイクルのI！)}究開発、とりわけＭ〈in)６炭化物の土壊改良材、’１１ﾓ1,t土壊利)'１を進め、）強１２緑化等のⅢ112に資する。
・中間処I1l1、jll1立処''11のlj(iii位については端数処l]l1等により、当初iilllIIiを変Ujuした。


